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広がる子育ての輪  地域あそびのひろば

　1月 22 日（木）友好都市の高知県土佐
市から、小中学生 12 名が交流訪問団とし
て江別市を訪れました。
　土佐っ子たちは野幌小学校で、雪遊
びや歩くスキーを体験。「転んじゃった！
冷たい！」とはしゃぐ声が響きました。土
佐市では、なかなか見ることができない山
のような雪を、とことん楽しみました。

  2 

冬
江別の

Vol.905
2015

土佐土佐
としししし

遊
た！！
た。土土土土土土
ない山
た。
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各
地
域
で
の
子
育
て
支
援

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
ー
す
」

会
場
に
入
る
と
明
る
い
声
で
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
迎
え
て
く
れ

ま
す
。
朝
日
町
の
区
画
整
理
記
念

会
館
の
「
地
域
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば 

あ
さ
ひ
」
に
は
朝
9
時
45
分
の
開

場
後
、
地
域
の
親
子
が
徒
歩
で

続
々
と
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
地
域
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
」
は

毎
月
１
回
（
場
所
に
よ
っ
て
は
2
回
）

市
内
各
地
区
で
開
催
さ
れ
る
親
子

で
遊
べ
る
場
で
す
（
無
料
。
広
報

で
毎
月
案
内
し
て
い
ま
す
）。
市
内
の

自
治
会
館
や
集
会
所
な
ど
の
一
室

を
利
用
し
、
子
ど
も
が
遊
べ
る
お

も
ち
ゃ
を
そ
ろ
え
、
子
育
て
の
知

識
や
経
験
が
あ
る
ス
タ
ッ
フ
が
お

母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
と
子
ど
も
を

出
迎
え
ま
す
。

　

ひ
ろ
ば
で
は
子
ど
も
た
ち
が
元

気
に
遊
び
、
お
母
さ
ん
た
ち
も
情

報
交
換
が
で
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
ひ
ろ
ば
は
市
内
各
地

域
に
子
育
て
支
援
の
場
を
提
供
す

る
目
的
で
平
成
17
年
か
ら
始
ま

り
、
現
在
は
市
内
17
か
所
に
ま
で

拡
大
（
民
間
含
む
）。
地
域
全
体
で

子
育
て
支
援
を
行
う
江
別
を
象
徴

す
る
事
業
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　4 年前に道外から江別に引っ越してきまし
た。友達など、子育てについて頼れる人がいな
くて不安だったので、同年代の子どもを育てる
近所の方と友達になりたいと思って参加しまし
た。早速知り合いもできて良かったです。

しし
なな
るる
しし

地
元
の
ス
タ
ッ
フ
が

サ
ポ
ー
ト

　

子
育
て
に
は
不
安
が
つ
き
も

の
。
子
育
て
に
悩
ん
だ
り
、
い
き

づ
ま
っ
た
り
し
た
ら
、
身
近
に
頼

れ
る
人
が
い
る
と
安
心
で
す
。

　

多
く
の
ひ
ろ
ば
に
は
地
域
の
民

生
委
員
・
児
童
委
員
や
健
や
か
子

育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
が
お
り
、
き

め
細
や
か
に
親
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。
子
ど
も
に
対
し
て
「
久
し
ぶ

り
だ
ね
」「
こ
れ
で
遊
ん
で
み
る
？
」

と
気
さ
く
に
話
し
か
け
て
く
れ
、

　
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
」（
４
ペ
ー
ジ
参
照
）
で
は
、
地
域
の
子
育
て
支
援
の
充

実
も
目
指
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
各
地
域
で
親
子
が
遊
べ

る
「
地
域
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
」
な
ど
を
開
設
し
、
地
域
で
の

子
育
て
支
援
に
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
ひ
ろ
ば
で
は
、
世
代
を
超
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
子
育
て

に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
ひ
ろ
ば
の
様
子
を
紹

介
し
ま
す
。
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民間団体 でも
取り組んでいます

親
に
は
「
あ
っ
ち
に
同
い
年
の
お

子
さ
ん
が
い
ま
す
よ
。
話
し
か
け

て
み
ま
せ
ん
か
？
」「
最
近
調
子
は

ど
う
で
す
か
？
」
と
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
ス
タ
ッ

フ
は
子
育
て
を
経
験
し
た
ベ
テ
ラ

ン
な
の
で
親
の
心
強
い
味
方
で
す
。

　
近
く
に
住
ん
で
い
る
方
も
多
く

〝
地
域
の
情
報
を
教
え
て
く
れ
る
〞

こ
と
も
ひ
ろ
ば
の
大
き
な
魅
力
で

す
。

　
世
代
間
の
交
流
は
親
子
に
と
っ

て
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
す
。
ま
た

「
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
え
て
毎
月
と
っ

て
も
楽
し
い
ん
で
す
よ
」
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も
や

り
が
い
や
生
き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

友
達
づ
く
り
や
情
報
交
換
に

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
す
く
す

く
の
内
藤
恵
子
さ
ん
は
初
め
て
の

人
で
も
気
軽
に
来
て
ほ
し
い
と
話

し
ま
す
。「
引
っ
越
し
な
ど
で
身

近
に
知
り
合
い
が
少
な
い
方
に
も

ぜ
ひ
利
用
し
て
ほ
し
い
で
す
。
何

気
な
い
話
題
を
ス
タ
ッ
フ
に
話
す

こ
と
で
心
も
軽
く
な
り
ま
す
よ
」。

広
げ
よ
う  

子
育
て
の
輪

　
身
近
に
い
る
親
子
に
あ
い
さ
つ

し
た
り
、
見
守
っ
た
り
す
る
こ
と
も

誰
も
が
で
き
る
地
域
の
子
育
て
支

援
の
一
つ
。
ひ
ろ
ば
も
含
め
、
地
域

で
子
育
て
の
輪
が
広
が
れ
ば
、
多

く
の
人
に
と
っ
て
さ
ら
に
住
み
や

す
い
ま
ち
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
市
で
は
平
成
27
年

度
か
ら
始
ま
る「
江
別
市
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」の
も
と
、

子
育
て
支
援
事
業
を
推
進
し
、
さ

ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

☎

☎

「地域あそびのひろば」 に関するお問い合わせ
⇒ 子育て支援センターすくすく（☎ 381-1920）

市内各地域
に

ひろばがあ
ります
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　新制度とは何？主に何が変わるのですか？

　待機児童などの子育てに関するさまざまな課題に取り組むた
め、子ども・子育て支援の充実を図る制度です。幼稚園と保育
園の両方の良さをもつ「認定こども園」の普及を図り、少人数
で子どもを保育する「地域型保育事業」を創設するなど、よ
り充実した教育・保育の場を確保していきます。また、保育所
などを利用する保護者は新たに市から利用の認定を受けてもら
い、認定証が保護者の手元に届くことになります（※1）。
※手続きの流れなどはほとんど変わりません。

　保育料はどうなるのですか？

　新制度における保育料は認定区分とお子さんの年齢、世
帯の所得の状況に応じて市が定めます。平成 27年度の具体
的な金額は、3月末に最終決定しますが、現時点の案を市HP
に掲載しています。

⇒ １号認定（幼稚園、認定こども園）
　1号認定は現在の負担水準を基本に検討しています。新
制度に移行しない幼稚園については、今まで通り各園が定
めた保育料を支払い、就園奨励費の対象となります。
⇒ ２・３号認定（認定こども園、保育園、地域型保育事業）
　2・3号認定は、保育料の軽減の拡大を検討しています。

　保育時間が変わると聞いたのですが？

　2・3号認定のお子さんは、保護者の労働時間に応じて、保育所・
認定こども園で預かることができる時間が異なります（※ 2）。

　保育所や幼稚園はすべて新制度になるのですか？

　保育所は平成 27 年 4月から、すべて新制度へ移行します。
　幼稚園は平成 27 年 4月から 13 園のうち 1園が新制度へ移行します。
　※ 12 園は従来のままですが、平成 28 年度以降に新制度に移行する可能性があります。

● 認定こども園（0～ 5歳）
教育と保育を一体的に行う施設。幼稚園と保育
所の両方の機能を持ちます。

● 地域型保育（0～ 2歳）
少人数で 0～ 2 歳のお子さんを保育する事業
（小規模保育、事業所内保育、家庭的保育、居
宅訪問型保育）。

新しく制度化！

　これからどのように運用されるのですか？

　平成 27 年度から「江別市子ども・子育て支援事業計画」のもと幼児期の教育・保育のほか、さまざまな子育て支援事
業を推進していきます。新制度の詳細、パンフレットなどは、市や内閣府のＨＰに掲載されています。

 新制度に関すること ⇒ 子育て支援室子育て政策担当☎ 381-1108、保育園の手続きなどに関すること ⇒ 保育課☎ 381-1030

● ※1　[利用の認定制度]

● ※2　[労働時間に応じた保育]

保育標準時間

保育短時間
延長保育

延長保育

延長保育

・新制度に移行
　する幼稚園
・認定こども園

1 号
認定

・保育所
・認定こども園

2 号
認定

3号
認定

・保育所
・認定こども園
・地域型保育

教育を希望する場合で
満 3歳以上のお子さん

共働きなどのため
「保育の必要な事
由」に該当し、保
育所などでの保育
を希望する場合

満 3歳未満
のお子さん

満 3歳以上
のお子さん
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立候補予定者説明会
　道議、市長、市議の立候補予定者を対象に、スムーズ
に立候補の手続きをしていただくため、次のとおり説明
会を開催します。なお、会場の都合により、出席者につ
いては、１人の立候補予定者につき２名までとします。

忘れずに投票しましょう
　今年は、４月 12日㈰に北海道知事・道議会議員選挙、
４月 26日㈰に江別市長・市議会議員選挙が行われます。
　皆さんから選ばれた知事や市長、議員には、予算や
条例の議決など、住民の意思を地方政治に反映させる
重要な役割があります。忘れずに投票しましょう。

　仕事や旅行などで、選挙当日、
投票所に行くことができない方は、
「期日前投票」ができます。
【期日前投票の期間】
◆知事選挙　
３月 27日㈮～４月 11日㈯
◆道議会議員選挙　
４月４日㈯～４月 11日㈯
◆市長・市議会議員選挙　
４月 20日㈪～４月 25日㈯
※知事と道議会議員選挙では、期日前
投票の開始日が異なりますのでご注意
ください。
【会場・時間・必要なもの】
▽会場　市民会館１階小ホール
▽時間　８時 30分～ 20 時
▽持参するもの　「投票所のごあん
ない」または本人確認ができるもの（免
許証・保険証など）。
※「投票所のごあんない」裏面の宣誓
書を、あらかじめ記載して持参すると、
手続きがスムーズに済みます。
※「投票所のごあんない」発送予定日
①知事・道議　3月 22日頃
②市長・市議　4月 16日頃

統一地方選挙（知事・道議・市長・市議）に関する問い合わせ先
江別市選挙管理委員会事務局
〒 067-8674 高砂町６　市役所第二別館１階　☎ 381-1052

北海道知事
北海道議会議員

投
票
日

江別市長
江別市議会議員

４月 12 日㈰ ４月 26日㈰

期日前投票

　市内で投票をすることができ
ない方は、江別市の選挙管理委
員会に投票用紙を請求していた
だくと滞在地の選挙管理委員会
で不在者投票をすることができ
ます。投票用紙の請求はお早め
にお願いします。

長期出張などで
江別市を離れている方

　病院、介護老人保健施設、老
人ホーム、身体障害者支援施設
など特定の施設に入院または入
所している方は、その施設内で
不在者投票ができる場合があり
ます。
　その施設が、不在者投票がで
きる施設として指定されている
ことが条件ですので、施設の事
務局などに確認してください。

医療機関や施設に入院
または入所されている方

　身体に重い障がいがあり、投票所
まで行けない方は、郵便により投票
する制度があります。
【対象となる方】
①身体障害者手帳の交付を受けてい
て、両下肢、体幹、移動機能の障が
いの程度が１級もしくは２級の方、
内臓機能の障がいの程度が１級もし
くは３級の方、または免疫・肝臓の
障がいの程度が１級から３級の方。
②戦傷病者手帳の交付を受けてい
て、両下肢、体幹の障がいの程度が
特別項症から第２項症までの方、ま
たは内臓機能の障がいの程度が特別
項症から第３項症までの方。
③介護保険の被保険者証の要介護状
態区分が５の方。
【手続き】
　郵便投票は、事前に選挙管理委員
会に申請が必要です。また、一定の
要件のもと代理記載制度もあります。

身体に障がいのある方は
郵便投票ができます

不在者投票

統一地方選挙

【日時・会場】
■北海道議会議員　　
３月５日㈭ 15時～ 17 時／市民会館 36号
■江別市長・江別市議会議員　
３月 11日㈬ 15 時～ 17 時／市民会館 37号
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３
月
・
４
月
は
新
生
活
を
迎
え
る
方
が
多
く
、
引
っ
越
し
に
伴
う
手
続

き
で
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
例
年
の
混
雑
状
況
を
参
考
に
作
っ
た
混

雑
予
想
カ
レ
ン
ダ
ー
を
来
庁
時
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
手
続
き
終
了
ま
で
に
長
時
間
お
待
た
せ
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

市
役
所
本
庁
舎
以
外
に
開
設
し
て
い
る
窓
口
（
右
下
※
１
）
や
夜
間
証

明
交
付
窓
口
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
交
付
な
ど
の
手
段
も
併
せ
て
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

毎
週
火
・
木
曜
日
17
時
15
分
〜

20
時
（
詳
細
は
21
ペ
ー
ジ
）
※
住

民
登
録
の
異
動
の
手
続
き
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド

を
お
持
ち
の

方
で
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
申
請
を
し

て
い
る
方
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
住
民
票
の
写
し
な
ど
の

各
種
証
明
書
を
取
得
で
き
ま
す
。

混
雑
す
る
窓
口
に
並
ぶ
手
間
が
省

け
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
申
請

し
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
外
へ
の
引
っ
越
し
で

必
要
な
届
け
出

　

大
学
へ
の
進
学
で
ひ
と
り
暮
ら

し
を
始
め
る
方
や
、
就
職
や
転
勤

な
ど
で
引
っ
越
す
方
は
住
民
登
録

の
異
動
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

市
外
へ
引
っ
越
す
場
合
、
江
別

市
で
あ
ら
か
じ
め
転
出
の
届
出
を

し
ま
し
ょ
う
。
届
出
は
転
出
予
定

日
の
２
週
間
前
か
ら
で
き
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
ど
う
ぞ
。

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お
持

ち
の
方
は
、
ご
提
示
の
う
え
届
出

す
る
と
、
転
出
証
明
書
を
取
得
す

る
手
間
を
省
け
ま
す
。

手
続
き
方
法

①
窓
口
で
の
届
出

●
必
要
な
も
の

・
本
人
確
認
書
類
（
左
ペ
ー
ジ
参
照
）

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
方
の
み
）

※
本
人
と
別
世
帯
の
代
理
の
方
が

届
出
す
る
場
合
に
は
、
本
人
か
ら

の
「
委
任
状
」
が
必
要
で
す
。

●
受
付
窓
口

市
役
所
本
庁
舎
市
民
課
、
市
役
所

大
麻
出
張
所

●
受
付
時
間

平
日
8
時
45
分
〜
17
時
15
分

３月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
○ ◎ ◎ ◎ ◎

8 9 10 11 12 13 14
○ ◎ ◎ ◎ ◎

15 16 17 18 19 20 21
○ ○ ○ ○ △

22 23 24 25 26 27 28
× △ △ △ ×

29 30 31
× ×

４月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ 3 4
× × ×

5 6 7 8 9 10 11
× △ △ △ △

12 13 14 15 16 17 18
△ ○ ○ ○ ○

19 20 21 22 23 24 25
○ ◎ ◎ ◎ ◎

26 27 28 29 30
○ ◎ ◎

引
っ
越
し
シ
ー
ズ
ン
の

お
手
続
き
は
、

余
裕
を
も
っ
て
お
早
め
に
！

詳
細 

市
民
課
☎
381
‐
１
０
２
０

受付時間
平日 8時 45 分～ 17 時 15 分

会場／①水道庁舎内証明交付窓口
（萩ヶ岡 1-4）②野幌鉄南地区セ
ンター内証明交付窓口（東野幌本
町 62-1）③豊幌地区センター証
明交付窓口（豊幌 686-10）

取り扱う証明書など
住民票の写し、印鑑登録証明書、
戸籍の証明書（※水道、鉄南のみ）、
税務に関する証明書

 市役所大麻出張所でも可能な手
続き（☎ 382-4855）
住民登録の異動、各種証明書の発
行（住民票の写し、印鑑登録証明
書、戸籍の証明書）、住民基本台
帳カード・公的個人認証、戸籍の
届出、税務に関する証明書

証明交付窓口
※１本庁舎以外の

お
待
た
せ
し
ま
せ
ん
！

「
証
明
書
等
コ
ン
ビ
ニ
交

付
サ
ー
ビ
ス
」

×　とても混雑します
△　混雑します
○　若干混雑します
◎　それほど混雑しません

夜
間
証
明
交
付
窓
口

※このカレンダーは例年の届出件数な
どから予想するものです。天候などの
状況により混雑の程度は大幅に変わる
恐れがありますのでご了承ください。

※手続き終了までに最大で３時間程度
お待たせする場合もございます。事前
の住民基本台帳カードのコンビニ利用
申請や、各証明交付窓口などのご利用
もご検討ください。
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②
郵
送
で
の
届
出

　
「
転
出
証
明
書
郵
送
請
求
書（
郵

送
に
よ
る
転
出
届
）」
を
江
別
市

市
民
課
へ
送
付
す
る
方
法
で
す
。

　

様
式
は
市
Ｈ
Ｐ
や
各
証
明
交
付

窓
口
に
あ
り
ま
す
。

●
郵
送
す
る
も
の

・
転
出
証
明
書
郵
送
請
求
書
（
郵

送
に
よ
る
転
出
届
）

・
本
人
確
認
書
類
の
写
し（
下
記
参
照
）

・
返
信
用
封
筒
（
宛
先
記
入
、
切

手
貼
付
の
も
の
）

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
コ

ピ
ー
（
お
持
ち
の
方
の
み
）

●
郵
送
先
／
〒067-8674

高

砂
町
6　

江
別
市
役
所
市
民
課
宛

本
人
確
認
書
類
と
は

　

以
下
の
①
、
②
の
い
ず
れ
か

①
運
転
免
許
証
・
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
（
顔
写
真
付
き
）・
パ
ス

ポ
ー
ト
・
身
体
障
害
者
手
帳
・
療

育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
・
運
転
経
歴
証
明
書
な
ど
、

官
公
署
が
発
行
し
た
顔
写
真
付
き

の
書
類
／
1
点

②
健
康
保
険
証
・
後
期
高
齢
者
証
・

年
金
手
帳（
証
書
）・
介
護
保
険
証
・

各
種
受
給
者
証
・
学
生
証
（
顔
写

真
付
き
）
な
ど
／
2
点

ご
み
の
出
し
方

ご
み
の
出
し
方

相
談
ダ
イ
ヤ
ル

相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

ご
み
・
資
源
物
の
分
け
方
・
出

し
方
、
市
で
収
集
し
な
い
ご
み
の

処
理
方
法
な
ど
が
分
か
ら
な
い
時

や
収
集
日
な
の
に
ご
み
が
収
集
さ

れ
ず
に
残
さ
れ
た
場
合
な
ど
、
ご

み
の
出
し
方
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

受
付
は
、
月
曜
〜
金
曜
日
が
９

時
〜
17
時
、
土
曜
日
・
祝
日
、
年

末
が
９
時
〜
12
時
で
す
。

　

一
回
に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
せ
る
量
は
120
ℓ
ま
で
で
す
。

引
っ
越
し
な
ど
で
出
た
多
量
の
ご

み
を
一
度
に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
す
と
、
収
集
さ
れ
ず
に
残
さ

れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

再
利
用
で
ご
み
を
減
量

　

使
え
る
物
は
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ
や
知
人
に
引
き
取
っ
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
も
市
民
を
対
象
に
「
リ
サ

イ
ク
ル
バ
ン
ク
」
を
設
け
て
不
用
品

を
回
収
し
、
希
望
者
に
お
譲
り
し

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

多
量
の
ご
み
の

処
理
の
仕
方

●
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
搬

入
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す

　
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
と
「
燃
や

せ
な
い
ご
み
」
を
あ
ら
か
じ
め
分

け
て
、
ご
自
分
で
江
別
市
環
境
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
八
幡
１
２
２

☎
391
‐
０
４
２
２
）
に
運
び
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。【
有
料
】

　

料
金
は
搬
入
時
に
重
量
に
よ
り

精
算
し
ま
す
の
で
、
指
定
ご
み
袋

や
ご
み
処
理
券
・
大
型
ご
み
処
理

シ
ー
ル
は
使
え
ま
せ
ん
。

●
直
接
運
び
入
れ
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
は
？

　

許
可
業
者
に
ご
み
の
処
理
を
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。【
有
料
】

依
頼
先
／
江
別
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

協
同
組
合
☎
385
‐
７
１
２
４

印鑑登録証（カード）をお返しください。
市民課市民係（☎ 381-1020）
国民健康保険被保険者証をお返しください。
国保年金課国保賦課係（☎ 381-1028）

後期高齢者医療被保険者証をお返しください。
医療助成課高齢者医療係（☎ 381-1403）

受給者証をお返しください。新住所地で医療
費助成の申請をする場合は、所得課税証明書
が必要です。市民課市民税係（☎ 381-1012）
でご請求ください。
医療助成課医療助成係（☎ 381-1403）

介護保険被保険者証をお返しください。
医療助成課高齢者医療係（☎ 381-1403）

現在の学校から「在学証明書」と「教科用図
書給与証明書」の交付を受け、新しい学校に
持参して手続きしてください。
学校教育課学校教育係（☎ 381-1058）
「標識（ナンバープレート）」と「標識交付証
明書」をお持ちのうえ、廃車手続きをしてく
ださい。新しい市町村での登録に必要な「廃
車申告受理証明書」をお渡しします。
市民税課税制係（☎ 381-1012）
引っ越しをする 1週間ほど前に、水道部営業
センター収納担当（☎ 385-1215）へ、移転先
とともにご連絡ください。

引
っ
越
し
ご
み
の
処
理

引
っ
越
し
ご
み
の
処
理

☎☎
384-5600384-5600
385- 7134385- 7134

無料無料

利用方法：平日の 9時～ 17 時に電話で申し込みいただき、火曜（祝
日を除く）に回収に伺います。時間帯は午前か午後を選べます。
都合が悪い方は、開館時間に直接お持ちいただけます（宅配などは不
可）。※再利用できないと判断し、回収しない場合があります。

リサイクルバンクリサイクルバンク
江別リサイクル事業協同組合 ☎ 385-7124

対象品：そのまま利用可能な家具やスポーツ用品、子ども用品。
開館時間：月・水・木・金曜日 10 時～ 12 時、13 時～ 16 時。第 1
～第 4土曜日 9時 30 分～ 11 時 30 分。　会場：工栄町 14-2　

詳
細

廃
棄
物
対
策
課
☎

廃
棄
物
対
策
課
☎
383383
‐
４
２
１
７

‐
４
２
１
７
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立
命
館
慶
祥
高
３
年

立
命
館
慶
祥
高
３
年

江
陽
中
２
年

大
麻
東
小
４
年

大
麻
東
小
６
年

立
命
館
慶
祥
高
３
年

江
別
高
３
年

野
幌
中
３
年

野
幌
中
３
年

札
幌
光
星
高
２
年

札
幌
山
の
手
高
３
年

札
幌
山
の
手
高
２
年

☎☎

ひ
ろ



大
麻
東
小
６
年

� ������

前
野
　
里り

か

こ
佳
子　
江
別
高
３
年

第
46
回
北
海
道
高
等
学
校
美
術
大
会
・

第
47
回
北
海
道
高
等
学
校
美
術
大
会

全
国
推
薦
作
品

寺て
ら
い井

　
未み

む夢　
第
二
中
２
年

平
成
26
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
全
道
小
・
中

学
生
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
北
海
道
知
事
賞

川か
わ
い井

　
夢ゆ

め
の乃　

大
麻
東
中
２
年

第
38
回
ピ
テ
ィ
ナ
・
ピ
ア
ノ
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン
北
日
本
道
東
地
区
本
選

デ
ュ
オ
部
門
連
弾
中
級
第
１
位

野の
は
ら原

　
颯そ

う　

上
江
別
小
３
年

第
43
回
北
海
道
選
抜
珠
算
競
技
大
会

小
学
校
３
年
生
以
下
の
部
個
人
総
合

競
技
優
勝

江
別
太
小
４
年

池
田

　
有ゆ

き希　
と
わ
の
森
三
愛
高
３
年

第
46
回
北
海
道
高
等
学
校
新
人
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
大
会
兼
第
42
回
全
国
高
等

学
校
選
抜
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
南
北

海
道
予
選
会
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝

伊
藤
　
佳か

お
り織　

と
わ
の
森
三
愛
高
１
年

第
67
回
北
海
道
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手

権
大
会
高
校
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝

久
保
田
　
菜な

な南  

と
わ
の
森
三
愛
高
３
年

中
野
　
有あ

り
さ沙   

と
わ
の
森
三
愛
高
３
年

い
ず
れ
も
平
成
26
年
度
全
道
高
等
学

校
体
育
大
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
個
人
対

抗
女
子
ダ
ブ
ル
ス
優
勝

荒あ
ら
や谷

　
真ま

ゆ由　
立
命
館
慶
祥
高
２
年

第
30
回
北
海
道
高
等
学
校
新
人
陸
上

競
技
大
会
女
子
800
ｍ
第
１
位

林
　
理り

さ紗
　
立
命
館
慶
祥
高
２
年

清せ
い
の野

　
ひ
か
り 

立
命
館
慶
祥
高
２
年

小お
さ
な
い

山
内
　
綾あ

や  

立
命
館
慶
祥
高
３
年

川
上
　
り
さ　
立
命
館
慶
祥
高
３
年

い
ず
れ
も
平
成
26
年
度
全
道
高
等
学

校
体
育
大
会
陸
上
競
技
女
子
４
×
100

ｍ
リ
レ
ー
第
１
位

葛く
ず
わ
た綿

　
み
な
み 

立
命
館
慶
祥
高
２
年

第
30
回
北
海
道
高
等
学
校
新
人
陸
上

競
技
大
会
女
子
４
×
400
ｍ
リ
レ
ー
第

１
位

佐
藤
　
峻し

ゅ
ん
す
け祐　

第
一
中
３
年

小
野
田
　
大た

い
あ
ん安　

第
三
中
３
年

い
ず
れ
も
第
９
回
講
道
館
柔
道
「
形
」

北
海
道
競
技
会
２
部
投
の
形
優
勝

北き
た
じ
ょ
う

城
　
拓
実　
中
央
中
３
年

平
成
26
年
度
北
海
道
中
学
校
体
育
大

会
第
45
回
北
海
道
中
学
校
陸
上
競
技

大
会
男
子
走
高
跳
第
１
位

杉
山

　
涼り

ょ
う　

第
一
中
２
年

第
34
回
少
林
寺
拳
法
北
海
道
大
会
兼

全
国
大
会
・
北
海
道
地
区
選
考
会
規

定
単
独
演
武
中
学
生
３
級
〜
１
級
の

部
最
優
秀
賞

工
藤

　
亜あ
す
み純　

大
麻
東
中
２
年

田
中
　
望み

ゆ夢　
大
麻
東
中
２
年

い
ず
れ
も
第
41
回
北
海
道
中
学
生
イ

ン
ド
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

女
子
ダ
ブ
ル
ス
優
勝

藤
吉
　
快か

い
し
ゅ
う

州
　
大
麻
東
小
６
年

第
25
回
北
海
道
武
術
太
極
拳
連
盟
交

流
大
会
男
子
初
級
長
拳
二
路
の
部
第

１
位

桂
　
亜あ

か

り
花
梨　
野
幌
若
葉
小
４
年

第
25
回
北
海
道
武
術
太
極
拳
連
盟
交

流
大
会
女
子
入
門
長
拳
の
部
第
１
位

大
久
保 

ひ
か
り  

文
京
台
小
３
年

第
34
回
道
新
杯
北
海
道
小
学
生
卓
球

大
会
３
年
生
以
下
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

優
勝

玉
井
　
元げ

ん
た大　

江
別
太
小
２
年

全
農
杯
平
成
26
年
度
北
海
道
卓
球
選

手
権
大
会
兼
全
日
本
予
選
会
男
子
バ

ン
ビ
の
部
優
勝

染そ
め
の野

　
流る

き

と
希
斗　
第
二
小
１
年

第
８
回
Ｊ
Ｋ
Ｊ
Ｏ
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア

空
手
道
選
手
権
大
会
・
選
抜
指
定
大

会
小
学
１
年
生
男
子
ク
ラ
ス
Ａ
優
勝

会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
学
校
対
抗
女
子
団

体
優
勝

立
命
館
慶
祥
高
陸
上
競
技
部

平
成
26
年
度
全
道
高
等
学
校
体
育
大

会
陸
上
競
技
女
子
総
合
優
勝

大
麻
東
中
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

第
36
回
北
海
道
中
学
生
団
体
対
抗
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
女
子
団
体
第
１
位

北
翔
大
ス
ポ
ル
ク
ラ
ブ

第
37
回
北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
体
操
競
技
・

新
体
操
選
手
権
大
会
体
操
競
技
女
子

Ａ
ク
ラ
ス
団
体
、
体
操
競
技
女
子
Ｂ

ク
ラ
ス
団
体
第
１
位

江
別
中
央
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

「
江
別
中
央
ガ
ッ
ツ
」

第
31
回
北
海
道
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
選
抜
優
勝
大
会
男
子
の
部
優
勝

江
卓
会

第
26
回
北
海
道
ホ
ー
プ
ス
卓
球
大
会

兼
全
日
本
・
北
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

予
選
会
男
子
団
体
優
勝

大
麻
高
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

Ｖ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｏ
Ｕ
Ｓ

第
25
回
北
海
道
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
選
手

権
大
会
自
由
演
技
競
技
部
門
総
合
優
勝

と
わ
の
森
三
愛
高
体
操
競
技
部

平
成
26
年
度
全
道
高
等
学
校
体
育
大

会
体
操
競
技
一
部
女
子
団
体
総
合
第

１
位

と
わ
の
森
三
愛
高
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

平
成
26
年
度
全
道
高
等
学
校
体
育
大

松
本 

実
久(

み
く)

大
麻
高
２
年

第
48
回
北
海
道
高
等
学
校
美
術
大
会

全
国
推
薦
作
品
／
川
口 

こ
こ
ろ 

第
三
中
３
年　

第
51
回
全
国
中
学
生

海
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
銀
賞
／
五
十

嵐
聖
真(

せ
い
ま)

第
一
中
３
年

第
48
回
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の

（
10
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）




�������� 
��������

☎

（
９
ペ
ー
ジ
か
ら
）

作
文
」
北
海
道
知
事
賞
／
友
田 

明

里(

あ
か
り)

大
麻
東
中
３
年　

第

48
回
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作

文
」
札
幌
国
税
局
長
賞
／
平
井 

彩

華(
あ
や
か)

立
命
館
慶
祥
中
１
年

第
35
回
全
国
中
学
生
選
抜
将
棋
選
手

権
北
海
道
大
会
・
第
16
回
北
海
道
中

学
女
子
選
手
権
第
３
位
／
鴻
上(

こ

う
が
み)
花
央
香(

か
な
か
）
野
幌

小
６
年　

第
12
回
北
海
道
バ
レ
エ
コ

ン
ク
ー
ル
児
童
の
部
銀
賞

江
別
高
吹
奏
楽
部　
第
59
回
北

海
道
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
高
等
学
校

Ｂ
編
成
の
部
金
賞
／
立
命
館
慶
祥

中
囲
碁
・
将
棋
部　
文
部
科
学

大
臣
杯
第
10
回
小･

中
学
校
将
棋
団

体
戦
北
海
道
大
会
中
学
生
の
部
第
３

位
／
野
幌
中
吹
奏
楽
部
、 

大
麻

東
中
吹
奏
楽
部　
第
59
回
北
海
道

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
中
学
校
Ｃ
編
成

の
部
銀
賞

熊
谷 

拓
哉 

第
一
中
３
年　

平
成
26

年
度
北
海
道
中
学
校
体
育
大
会
第
45

回
北
海
道
中
学
校
体
操
競
技
・
新
体

操
大
会
体
操
競
技
二
部
男
子
個
人
総

合
第
３
位
／
時
野(

と
き
の)

哲

至(

さ
と
し)

立
命
館
慶
祥
中
３
年

第
60
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競

技
北
海
道
札
幌
大
会
兼
国
民
体
育
大

会
陸
上
競
技
北
海
道
代
表
選
手
選
考

会
３
年
男
子
100
ｍ
第
３
位
／
髙
野

結
愛(

ゆ
あ)

野
幌
中
２
年
、
北

川
風
花(

ふ
う
か)

野
幌
中
２
年

い
ず
れ
も
第
41
回
北
海
道
中
学
生
イ

ン
ド
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

女
子
ダ
ブ
ル
ス
第
２
位
／
富
樫 

亮

(

り
ょ
う)

中
央
中
２
年　

第
41
回
北

海
道
中
学
生
イ
ン
ド
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
選
手
権
大
会
男
子
ダ
ブ
ル
ス
第
２

位
／
畑 

勇
希(

ゆ
う
き)

大
麻
東

中
２
年
、
佐
藤 

桂
冴(

け
い
ご)

第
一
中
１
年　

い
ず
れ
も
第
９
回
講

道
館
柔
道
「
形
」
北
海
道
競
技
会
２

部
投
の
形
第
３
位
／
中
島 

佑(

ゆ

う)

第
一
中
１
年　

平
成
26
年
度
北

海
道
中
学
校
体
育
大
会
第
45
回
北
海

道
中
学
校
体
操
競
技
・
新
体
操
大
会

体
操
競
技
二
部
男
子
個
人
総
合
第
２

位
／
二
階
堂 

蓮(

れ
ん)

大
麻
東

中
１
年　

平
成
26
年
度
北
海
道
中
学

校
体
育
大
会
第
47
回
北
海
道
中
学
校

ス
キ
ー
大
会
ス
ペ
シ
ャ
ル
ジ
ャ
ン
プ

競
技
第
３
位
／
新
山 

海
人(

か
い

と)
大
麻
小
６
年　

第
２
回
北
海
道

小
学
生
シ
ン
グ
ル
ス
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

選
手
権
大
会
兼
第
14
回
全
国
小
学
生

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
予
選
会
６
年
生

男
子
の
部
第
３
位
／
岡
田 

萌
実

(

め
み)

野
幌
若
葉
小
６
年　

第
25
回

北
海
道
武
術
太
極
拳
連
盟
交
流
大
会

ジ
ュ
ニ
ア
女
子
初
級
剣
術
の
部
第
２

位
／
堀 

倖
太(

こ
う
た)
い
ず
み

野
小
６
年　

公
益
社
団
法
人
日
本
空

手
協
会
第
57
回
全
国
空
手
道
選
手
権

大
会
予
選
兼
第
52
回
北
海
道
空
手
道

選
手
権
大
会
小
学
６
年
生
男
子
組
手

の
部
第
３
位
／
岩
渕 

浩
平 

中
央
小

３
年　

公
益
社
団
法
人
日
本
空
手
協

会
第
57
回
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会

予
選
兼
第
52
回
北
海
道
空
手
道
選
手

権
大
会
小
学
３
年
生
男
子
組
手
の
部

第
３
位
／
八
戸 

日
菜
乃(

ひ
な
の)

対
雁
小
３
年　

公
益
社
団
法
人
日
本

空
手
協
会
第
57
回
全
国
空
手
道
選
手

権
大
会
予
選
兼
第
52
回
北
海
道
空
手

道
選
手
権
大
会
小
学
３
年
生
女
子
形

の
部
準
優
勝
／
水
上(

み
ず
が
み)

聖
羅(

せ
い
ら)

上
江
別
小
５
年 

、

山
口 

桜
花(

は
な)

上
江
別
小
５

年　

第
34
回
少
林
寺
拳
法
北
海
道
大

会
兼
全
国
大
会
・
北
海
道
地
区
選
考

会
規
定
組
演
武
小
学
生
２
級
の
部
優

良
賞
／
岸
岡 

七
那
美(

な
な
み)

対
雁
小
３
年　

第
21
回
北
海
道
ス
プ

リ
ン
ト
水
泳
競
技
大
会
50
ｍ
自
由
形

女
子
８
歳
以
下
第
２
位

第
二
中
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部　
平
成
26
年
度
北
海
道

中
学
校
体
育
大
会
第
44
回
北
海
道
中

学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
女
子

第
３
位
／
中
央
中
男
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部　
平
成
26
年
度
北
海
道

中
学
校
体
育
大
会
第
44
回
北
海
道
中

学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
男
子
準
優

勝
／
中
央
中
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部　
第
36
回
北
海
道
中
学
生
団
体

対
抗
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
中
学
男
子

準
優
勝
／
江
陽
中
野
球
部　
平
成

26
年
度
北
海
道
中
学
校
体
育
大
会
第

65
回
北
海
道
中
学
校
軟
式
野
球
大
会

第
３
位
／
い
ず
み
野
ド
リ
ー
ム

ズ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　
第
34
回

高
円
宮
賜
杯
全
日
本
学
童
軟
式
野
球

大
会
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
南
北
海
道
大
会
第
３
位
／
野
幌

空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　
公

益
社
団
法
人
日
本
空
手
協
会
第
57
回

全
国
空
手
道
選
手
権
大
会
予
選
兼
第

52
回
北
海
道
空
手
道
選
手
権
大
会
小

学
生
低
学
年
女
子
団
体
形
の
部
準
優

勝
、
小
学
生
高
学
年
男
子
団
体
形
の

部
第
３
位
／
北
海
道
新
体
操
ク

ラ
ブ
江
別　
第
32
回
全
日
本
ジ
ュ

ニ
ア
新
体
操
選
手
権
大
会
北
海
道
予

選
会
新
体
操
男
子
団
体
小
中
学
生
の

部
第
２
位
／
元
江
別
レ
ッ
ド
・

ソ
ル
ジ
ャ
ー　
第
24
回
全
日
本

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
選
手
権
北
海
道
大
会

全
国
予
選
部
門
混
合
の
部
準
優
勝
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普
段
、
市
政
に
つ
い
て
疑
問

に
思
っ
て
い
る
こ
と
や
ご
意
見

な
ど
は
、
次
の
方
法
で
お
受
け

し
て
い
ま
す
。

①
広
聴
箱（
備
付
用
紙
に
記
入
）

　

市
役
所
本
庁
舎
１
階
・
市
役

所
大
麻
出
張
所
・
各
公
民
館
の

５
か
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

②
電
子
メ
ー
ル

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
専
用

投
稿
フ
ォ
ー
ム
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

③
電
話
381- 

１
０
０
９
・
フ
ァ

ク
ス 

381-

１
０
７
０
・
郵
送

（
〒067- 8674  

高
砂
町
６
）

　
　
　
　

個
人
で
契
約
し
て
い

　
　
　

る
間
口
除
雪
業
者
が
、

近
所
の
庭
の
前
に
雪
を
積
ん
だ

た
め
、
文
句
を
言
わ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
自
宅
周
辺
に
は
こ

れ
以
上
、
間
口
の
雪
を
置
き
換

え
出
来
な
い
の
で
す
が
。

　
　
　
　

間
口
の
雪
の
置
き
換

　
　
　

え
が
出
来
な
く
な
っ
た

場
合
は
、
雪
堆
積
場
へ
運
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

間
口
除
雪
を
業
者
に
依
頼
す
る

場
合
は
、
事
前
に
近
所
の
迷
惑

に
な
ら
な
い
契
約
内
容
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　
　
　

  

道
路
へ
の
雪
だ
し
は
、

　
　
　

道
路
交
通
法
で
固
く
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
雪
だ
し
は
、
歩

行
者
や
自
動
車
の
通
行
を
妨

げ
、
交
通
事
故
の
原
因
と
も
な

る
危
険
な
行
為
で
す
の
で
、
絶

対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

 

詳
細　

除
雪
セ
ン
タ
ー
☎
381-

６
６
２
２
（
24
時
間
対
応
）
／

雪
対
策
課
☎
383-

５
９
０
０

雪
の
ト
ラ
ブ
ル

　
　
　
　

隣
の
人
が
道
路
に
雪

　
　
　

だ
し
す
る
の
で
困
っ
て

い
ま
す
。
先
日
も
車
で
子
ど
も

を
幼
稚
園
に
送
る
途
中
、
道
路

に
出
さ
れ
た
雪
に
ハ
ン
ド
ル
を

取
ら
れ
、
事
故
を
起
こ
し
そ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

道
路
へ
の
雪
だ
し
は
、
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す

か
？

屋根の雪下ろ
しに注意！

ま
た
は
直
接
広
報
広
聴
課
へ
。

　

こ
の
ほ
か
、
直
接
担
当
部
署

で
も
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
提
言
な

ど
を
活
か
す
た
め
、
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
の
記
載
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、回
答
が
必
要
な
方
は
、

お
名
前
と
連
絡
先
を
忘
れ
ず
に

ご
記
入
だ
さ
い
。

 

詳
細　

広
報
広
聴
課
☎
381- 

１
０
０
９

�� ������

　

江
別
市
で
は
、
災
害
時
に
自
力

で
避
難
が
困
難
な
方
の
支
援
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
名
称
は
、
昨
年
の

法
改
正
に
よ
り
「
災
害
時
要
援
護

者
避
難
支
援
制
度
」
か
ら
「
避
難

行
動
要
支
援
者
避
難
支
援
制
度
」

に
変
更
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
あ
ら
か
じ
め
、

住
所
や
氏
名
、
支
援
を
必
要
と
す

る
理
由
な
ど
を
要
支
援
者
名
簿
に

登
録
し
、
自
治
会
な
ど
、
い
ざ
と

い
う
時
に
支
援
を
し
て
く
れ
る
団

体
に
事
前
に
配
布
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
は
、
消
防
や

警
察
な
ど
の
防
災
関
係
機
関
に
も

名
簿
を
事
前
提
供
し
、
災
害
時
の

よ
り
迅
速
な
支
援
体
制
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
登
録
さ
れ
た
個
人
情
報

に
つ
い
て
は
、
市
役
所
お
よ
び
支

援
組
織
に
お
い
て
適
正
に
管
理

し
、
防
災
に
関
す
る
以
外
の
目
的

に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

　

制
度
の
対
象
者

　

こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る
方
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
・
２

級
）
に
該
当
す
る
方

②
療
育
手
帳
Ａ
判
定
に
該
当
す

る
方

③
在
宅
で
要
介
護
３
以
上
に
該

当
す
る
方

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
条
件
に
該

当
し
な
い
方
で
も
、
災
害
時
に

自
力
で
の
避
難
が
困
難
と
思
わ

れ
る
方
は
、
自
己
申
告
に
よ
り

登
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ご
自
身
で
の
避
難
が
難
し
い

方
は
、
災
害
に
備
え
、
日
頃
か

ら
地
域
と
関
わ
り
を
持
っ
て
お

く
と
と
も
に
、
当
制
度
へ
の
加

入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

 

詳
細　

総
務
課
危
機
対
策
・

防
災
担
当
☎
381-

１
４
０
７

災
害
時
の
避
難
支
援
制
度

ご存じ
ですか

？
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市
内
で
視
覚
に
障
が
い
を
持
つ
方
は
約
４
4
０
人
。
そ

の
方
々
に
手
の
感
触
や
耳
か
ら
情
報
を
伝
え
続
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
が「
点
字
ろ
く
の
会
」と
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
「
ま
ち
の
灯
」
で
す
。

長
年
の
地
道
な
活
動
に
表
彰

　

広
報
え
べ
つ
や
市
議
会
だ
よ
り
な
ど
の
生
活
に
身
近
な

情
報
を
、
ろ
く
の
会
は
点
字
へ
の
翻
訳
で
、
ま
ち
の
灯
は

朗
読
で
利
用
者
に
届
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
個
人
依
頼
の

図
書
の
点
訳
や
朗
読
も
行
う
ほ
か
、
ろ
く
の
会
は
小
学
校

の
点
字
講
習
会
や
老
人
ホ
ー
ム
内
ク
ラ
ブ
で
の
点
字
指
導
、

ま
ち
の
灯
は
老
人
ホ
ー
ム
や
個
人
宅
へ
出
張
し
て
の
対
面

朗
読
を
行
う
な
ど
、
多
方
面
で
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

両
団
体
と
も
昭
和
58
年
に
有
志
が
集
ま
っ
て
発
足
。
平
成

25
年
に
は
結
成
30
年
と
な
り
、
長
年
に
わ
た
る
社
会
奉
仕
活

動
が
評
価
さ
れ
、
昨
年
10
月
に
「
優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
」
と

し
て
北
海
道
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

や
り
が
い
に
支
え
ら
れ

　

広
報
誌
の
点
訳
や
朗
読
は
数
十
時
間
に
及
ぶ
大
変
な
作

業
で
す
。
ま
ち
の
灯
の
南
公こ

う
こ子
さ
ん
の
原
稿
を
見
せ
て
も

ら
う
と
書
き
込
み
が
び
っ
し
り
。
写
真
や
表
の
説
明
や
読

む
順
序
を
考
え
る
と
、と
て
も
時
間
が
か
か
る
そ
う
で
す
。

　

大
変
な
が
ら
も
皆
さ
ん
が
活
動
を
続
け
る
の
は
楽
し
み

や
、
や
り
が
い
が
あ
る
か
ら
。
ろ
く
の
会
の
空そ
ら

歌う
た
こ子
さ
ん

は
「
み
ん
な
読
書
が
好
き
で
す
し
、
ど
こ
か
で
誰
か
の
役

に
立
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」
と
原
動
力
を
話
し
ま
す
。

　

や
り
が
い
に
加
え
て
使
命
感
も
。
ま
ち
の
灯
の
伊
藤

貴た
か
よ予
さ
ん
は
、
利
用
者
と
の
交
流
会
で
聞
い
た
言
葉
に
感

動
し
た
と
い
い
ま
す
「
ま
ち
の
灯
さ
ん
に
無
く
な
っ
て
ほ

し
く
な
い
。
ま
ち
の
灯
さ
ん
の
声
が
い
い
ん
だ
」。
ま
ち

の
灯
代
表
の
渡
辺
美み

ず

え
寿
恵
さ
ん
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
い

つ
で
も
や
め
ら
れ
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
責
任
が
あ
る
ん
で

す
」
と
強
い
気
持
ち
で
活
動
を
続
け
ま
す
。
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点字を学んでみませんか
点字講習会（基礎コース） 

日時

会場
対象・定員
受講料
申込

詳細 ☎

声によるボランティア
朗読ボランティア受講生募集

説明会
講習会

会場
対象

受講料
申込
詳細 ☎

目の不自由な方へ
視覚障がい者生活訓練講習会

日時

会場
対象・定員

申込・詳細
☎

こ
の
活
動
を
絶
や
さ
な
い

　

ろ
く
の
会
代
表
の
吉
田
信
子
さ
ん
は
「
点
字
講
習
会

の
参
加
者
も
最
近
は
め
っ
き
り
減
り
ま
し
た
」
と
担
い

手
不
足
を
残
念
が
り
ま
す
。
一
方
で
「
全
て
の
人
が
区

別
な
く
情
報
を
得
る
た
め
に
点
字
は
無
く
し
て
は
な
ら

な
い
も
の
」
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
手
動
の
点
訳
機
の

使
い
方
な
ど
、
知
識
や
経
験
を
次
の
世
代
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
今
後
の
重
要
な
課
題
で
す
。

　

ま
ち
の
灯
の
課
題
は
ま
だ
利
用
者
が
少
な
い
こ
と
。

現
在
の
利
用
者
は
約
40
名
で
市
内
視
覚
障
が
い
者
の
10

分
の
１
ほ
ど
に
と
ど
ま
り
ま
す
。
ま
ち
の
灯
で
は
情
報

を
得
ら
れ
る
だ
け
で
生
活
も
さ
ら
に
楽
し
く
な
る
と
利

用
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
病
気
や
高
齢
化
で
、
見
る
こ
と
に
不
自
由
を

覚
え
る
方
も
増
え
て
い
ま
す
。
情
報
の
有
無
に
よ
る
不
利

益
が
格
差
と
し
て
問
題
に
な
る
現
代
。
両
団
体
の
よ
う
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
今
後
も
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。

障がいのある方のための、点字と CDによる「広報えべつ」をご利用希望の方は 福祉課障がい福祉係 ☎ 381-1031 へ



 生活衛生係 ☎ 381-1094

　

野
生
動
物
が
人
間
に
餌
付

け
さ
れ
た
り
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
家
庭
菜
園
を
荒

ら
し
て
味
を
覚
え
る
と
、

頻
繁
に
街
中
に
出
没
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
特
に

カ
ラ
ス
や
キ
ツ
ネ
は
生
活
へ

与
え
る
影
響
が
大
き
く
、
市
街
地

に
寄
り
付
く
こ
と
で
周
辺
住
民
が

ふ
ん
や
鳴
き
声
に
よ
る
被
害
を
受

け
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
餌
付
け
さ
れ
た
種
の
増

加
に
よ
る
生
態
系
バ
ラ
ン
ス
の
乱

れ
に
繋
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
餌
付
け
は
や

め
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
家
庭

菜
園
、
野
外
で
飼
っ
て
い
る
ペ
ッ

ト
の
餌
場
な
ど
、
野
生
動
物
が
寄

り
付
く
原
因
と
な
る
場
所
の
管
理

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

 

環
境
課
自
然
環
境
担
当

          

☎
381
‐
１
０
４
６

  市民生活課生活衛生係　☎ 381-1094　〒067-8674　高砂町6　市役所西棟二階

飼い犬の登録などのご連絡はこちら

　

狂
犬
病
予
防
法
で
は
、
新
し
く

犬
を
飼
っ
た
場
合
、
登
録
が
必
要

で
す
。

対
象
／
生
後
91
日
以
上
の
犬
ま
た

は
飼
い
始
め
て
30
日
以
内
の
犬（
室

内
犬
を
含
む
）

登
録
料
金
／
一
頭
に
つ
き
三
千
円

登
録
場
所
／
市
内
動
物
病
院
ま
た

は
、
市
民
生
活
課
生
活
衛
生
係

　狂犬病予防法では、飼い犬
に対し１年に１回、予防注射が
義務付けられています。飼い
主の方は、動物病院または市
の集合注射で必ず予防注射を
してください。なお、集合注
射の詳しい日程・会場などは
広報えべつ６月号でお知らせ
します。

　注射済票が発行されませんの
で、別途江別市内で注射済票の
交付手続きが必要です。

・予防注射を受けた証明書
・交付手数料

注射済票交付に必要なもの

市民生活課生活衛生係または市内
動物病院

発行場所

市外で予防注射を受けた場合
犬
の
登
録
を
し
ま
し
ょ
う

野
生
動
物
へ
の
餌
付
け
は

や
め
ま
し
ょ
う

鑑札（犬の登録証）▶

4 月から 6月は法定実施期間です

3,110円

対象

注射料金

　犬が逃げ出したときは、すぐに生活衛生
係、江別保健所、江別警察署にご連絡くだ
さい。鎖がつけられていない犬を見つけた
ときは、犬を保護しますので生活衛生係に
ご連絡ください。

犬が逃げたときは連絡しましょう

　飼い犬は必ず２ｍ以内の鎖でつないで飼
いましょう。首輪や鎖は定期的に点検し、
万が一逃げ出したときも飼い主が分かるよ
うに、首輪に犬の登録時に交付される鑑

かんさつ

札
や名札をつけましょう。

放し飼いをしてはいけません

登
録
変
更
が
あ
る
と
き

　

市
内
転
居
、
飼
い
主
の
変
更
な

ど
が
あ
る
場
合
や
、
飼
い
犬
が
亡

く
な
っ
た
と
き
は
市
民
生
活
課
生

活
衛
生
係
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

江
別
市
に
転
入
し
た
際
、
す
で

に
他
市
町
村
で
犬
の
登
録
が
済
ん

で
い
る
場
合
、
転
入
手
続
き
が
必

要
で
す
。
生
活
衛
生
係
へ
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。（
無
料
）

必
要
な
物
／
他
市
町
村
で
の
登
録

が
確
認
で
き
る
物

飼
い
犬
と
転
入
し
た
方
へ

　自宅敷地内で排せつするようにしつけ、
公共の場所や他人の家の前や塀・門でふん
尿をさせないようにしましょう。散歩中に
排せつした場合は、ふんを片
づけ、ペットボトルなどの水で
汚れや臭いを消しましょう。

ふんは必ず持ち帰りましょう

付ーー荒荒荒荒
と
、、

るに活
へへ

　ストレスや運動不足は犬が吠える原因に
なります。しつけや運動を十分に行い、鳴
き声などで近所に迷惑をかけないようにし
ましょう。

散歩やしつけをしましょう

生後 91 日以上の
犬（室内犬を含む）

��������
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▼

　グリーン化税制とは、環境負荷に配慮し
た税率で課税する制度です。平成 27年度
から税率の軽減割合、上乗せ割合が次のと
おり変更となります。
◎対象となる自動車の税率を軽減する割合
平成 26 度：25％または 50％軽減→平成
27年度：50％または75％軽減。（取得の翌
年度のみ）
◎一定の年数を経過した乗用車・キャンピ
ングカーなどの税率を上乗せする割合
平成 26年度：10％上乗せ→平成 27年度：
15％上乗せ。
詳細 / 道税 HP、または札幌道税事務所自
動車税部☎746-1190まで。

▼

受験資格 / ●昭和 60 年 4 月 2日～平成 6
年 4 月1日生まれの者。●平成 6年 4月2
日以降生まれの者で、①大学を卒業した者、
および平成28年 3月までに大学を卒業する
見込みの者。②人事院が①に掲げる者と同
等の資格があると認める者。
受付期間 /インターネット申込：4月1日
㈬～13日㈪※原則、インターネットでお申
し込みください。
郵送、または持参：4 月1日㈬、2日㈭
※当日消印有効。
試験日 /第1次試験：6月7日㈰。
第 2次試験：7月15日㈬～17日㈮の指定
された日。
申込先 / 北海道労働局 総務部 総務課
〒060-8566　札幌市北区北 8西 2   1-1
札幌第一合同庁舎 9階
http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
詳細 / 北海道労働局 ☎ 709-2311（内線
3511）、または最寄りの各労働基準監督署

▼

日時 /3 月17日㈫～ 22日㈰
10時～17時。
会場 / 野幌公民館ギャラリー。
詳細 / 江別美術協会事務局 ・
川上☎ 383-4417

▼

【初級クラス】●火曜日・昼コース。14 時
30 分～ 15 時 50 分。●火曜日・夜コース。
19 時～ 20 時 20 分。【中級クラス】木曜日
18 時 30 分～ 19 時 50 分。
募集人数 / 各クラス若干名。
講座期間 / 4 月～ 9月（月 4回）※講座は二
期制。前期：4月～ 9月、後期：10 月～ 3月。
会場 / 江別国際センター（野幌町 10-1 イオ
ンタウン江別 2階）。受講費用 / 入講金 2,000
円、受講料 3,000 円（月額）、テキスト代実費、
運営費 1,000 円（各期）。
申込・詳細 / 3 月 21 日（土・祝）
までに江別日中友好の会  
講座事務局・柚原 ( ゆはら）
☎ 387-0515 へ。
いずれの講座も無料体験あり。

▼

日時 / 4 月 1日㈬～ 3日㈮ 14 時 30 分～ 16
時。会場 / 青年センター温水プール（緑町西
2-11）。対象・定員 / 小学生（3月現在）、先着
30名。受講料 /3,000円。（入館料・保険料含
む）。申込 /3 月9日㈪～11日㈬ 8時～ 20時。
参加者名（フリガナ）・性別・年齢・学校名（学
年）・住所・電話番号・保護者名を記載の上、ファ
クス、またはメールで。 050-3503-4445、
E-mail=ebetsuswim@yahoo.co.jp
詳細 / 江別水泳協会 ・正岡
☎080-6097-2550
※電話での申し込み、青年
センターへの問い合わせは
ご遠慮ください。

内容 / パークゴルフのルールやマナー、実技
を指導します。日時 /4 月 27 日㈪、5 月 16
日㈯、6月 6日㈯、7月 13 日㈪、8月 17 日㈪、

9月 12 日㈯、10 月 19 日㈪ 9時～ 12 時。
会場 / えべつ角山パークランド（角山 199-
1）。定員 / 各日 10 名。受講料 /500 円（ルー
ルブック代）。申込・詳細 / えべつ角山パー
クランド☎ 389-5000

内容 / YOSAKOIソーラン祭り出場チームの演
舞を審査する「市民審査員」を募集します。
審査基準はあなたが演舞から感じた「感動」。
この機会に審査員としてお祭りに参加してみ
ませんか？
審査日時 / 6 月13日㈯、14日㈰。
会場 / 札幌市中央区（大通公園周辺）。
応募方法 / 応募用紙をHPからダウンロード、
または電話で取り寄せのうえ、4月24日㈮ま
でに申し込み（必着）。応募多数の場合は抽選。
申込先・詳細 /YOSAKOIソーラン祭り実行委
員会 〒 060-0001　札幌市中央区北１西２北
海道経済センター４F ☎ 231-4351、
233-4351

▼

内容 / ミニゲレンデでのそり遊び、除雪車の
展示や試乗体験、宝探し、スノーラフティン
グなど家族で楽しめるイベントが満載。
日時 / 3 月7日㈯、8日㈰10時～
15時。会場 / 北海道立野幌総合
運動公園（西野幌 481）。
詳細 / 北海道立野幌総合運動
公園事務所 ☎ 384-2166

▼  

内容 / 住まいの困りごとや悩み、新築、外装
工事、インテリア、水回り設備や電気、ガス
工事、バリアフリー化など住まいのあらゆる
相談に「地元のプロ」がお答えします。最新
の工法や建材、設備なども豊富に展示。入場
無料。日時 /4 月 4日㈯10時～17時。5日㈰
10時～16時。会場 / 市民体育館。　
参加企業 / 江別商工会議所
会員の建設関連事業者 
19事業所。
詳細 / 江別商工会議所 
業務部☎ 382-3121

が満載。
～

祝）

。

   

総合職試験（院卒者・大卒程度）
4 月1日㈬～ 8日㈬

一般職試験（大卒程度）
4 月9日㈭～ 20日㈪

一般職試験（高卒者・社会人）
6 月22日㈪～ 7 月1日㈬

人事院北海道事務局第二課試験係　
☎ 241-1248

申込専用アドレス
http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html



日　　時 場　　所

4 ㈬

9:30 ～ 11:00 江別市消防本部（野幌代々木町 80 -8）

11:30 ～ 13:00 江別警察署（弥生町 23）

14:30 ～ 16:30 江別市立病院（若草町 6-1）

12㈭ 9:30 ～ 16:30 江別市役所（高砂町 6）※ 11:00 ～ 12:15 は昼休みです。

16 ㈪

9:30 ～ 11:30 草野作工㈱（上江別西町 16）

12:00 ～ 13:30 江別市民体育館（野幌町 9）

15:00 ～ 16:30 北海道電力㈱総合研究所（対雁 2-1）

◎　３月　献 血 バ ス ひ ま わ り 号 巡 回 日 程

項　目 日　程 時　間 料　金 留意事項
4 か月児健診 3/6 ㈮、17 ㈫、4/3 ㈮ 9：00 ～ 11：00

無　料
対象者には、個別
に通知します。

10 か月児健診（平成 26 年 5月生まれ） 市内の小児科医院（要予約）

1歳 6か月児健診（平成 25 年 8月生まれ） 3/11 ㈬、27 ㈮ 9：00 ～ 11：00

3 歳児健診（平成 24 年 2月生まれ） 3/12 ㈭、25 ㈬ 9：00 ～ 11：00

㈫

水痘ワクチン
（経過措置）

3歳から 5歳未満で 1回も水痘ワクチンを接種した
ことのないのお子さん（今年度に限り 1回接種可。
ただしすでに水痘にかかったことのある方は対象外）

麻しん（はしか）・
風しん２期

平成 27 年度小学校に入学するお子さん（平成 20 年
4月 2日～平成 21 年 4月 1日生まれの方）

ジフテリア・破傷
風（ＤＴ）２期

接種日時点で 11 歳～ 12 歳のお子さん（小学 6年生
ほか）

◎　歯 科 相 談・フ ッ 素 塗 布
日時・3/11㈬、27㈮ 13:15～ 15:00。
対象・就学前のお子さん。※フッ素は1歳から。
持ち物・母子手帳、歯ブラシ、コップ、タオル。
料金・フッ素 800円。

◎　乳 幼 児 健  診

●当日の輸血用血液の在庫状況によっては、400㎖献血のみの受付となります。

�	������

※ 特に記載があるものを除いて、会場・詳細は保健センター（若草町6-1☎ 385-5252）です。

【診療時間】内科・小児科 9:00 ～ 17:00/ 外科系 9:00 ～翌朝 9:00（■印の医療機関は診療時間が異なります。）
※都合により変更される場合があります。新聞紙上または北海道救急医療情報案内センター（ 0120-20-8699､ 携帯電話からは 011-221-
8699）、江別市消防本部（☎ 382-5453）、江別医師会のホームページでご確認ください。

項 目 助 成 対 象 留 意 事 項
胃・肺・大腸がん 受診日現在40歳以上の方。 　職場で検診を受ける機会のない

市民が対象。受診の際は健康保険
証をお持ちください。実施医療機
関は、「広報えべつ10月号」に折
り込みの「江別けんしんだより 後
期版」をご覧いただくか、保健セ
ンターまでお問い合わせを。

子宮頸がん 受診日現在20歳の方および21歳以上で元号の生まれ年が偶数年の方。

乳がん
受診日現在40歳の方および 41歳以上で元号の生まれ年が偶数年の方。【注意！対象外の方】①乳腺
の経過観察中の方や乳腺疾患で治療中の方、②豊胸手術を受けた方、③心臓にペースメーカーなどを
装着中の方。※脳室ー腹腔内シャント、IVHポートなどを入れている方も対象外となる場合があります。

骨粗しょう症 平成 26年 4月 ～平成 27年 3月までに、30、35、40、45、50、55、60、65、70歳を迎える女性 。

各 種 が ん 検 診

月 /日 内　科・小　児　科　 外　科　系　

3/1 ㈰ □おくの内科胃腸科クリニック　野幌町 26　野幌ﾒﾃﾞｨｶﾙﾋﾞﾙ 4 階　☎ 381-0501
□あずま子ども家庭クリニック（小児科のみ）　野幌住吉町 25-10　☎ 385-2500 □江別谷藤病院　幸町 22　☎ 382-5111

8㈰ □渓和会江別病院（内科のみ）野幌代々木町 81-6　☎ 382-1111
□鈴木小児科医院　大麻扇町 3　☎ 386-5303

□渓和会江別病院　野幌代々木町 81-6
　☎ 382-1111

15㈰ □上江別内科胃腸科クリニック（内科のみ）上江別 427-1 ﾏﾙｼｪ上江別 2階　☎ 381-1188
■とがし小児科　野幌松並町 25-2　☎ 385-0150（診療時間　8:30 ～ 16:00） □江別谷藤病院　幸町 22　☎ 382-5111

21（土・祝）□林内科　朝日町 3-26 　☎ 383-9816 ■江別市立病院　若草町 6　☎ 382-5151
（診療時間　8:30 ～翌朝 8:30）

22 ㈰ ■江別市立病院　若草町 6　☎ 382-5151（診療時間　8:30 ～ 17:00） ■江別市立病院　若草町 6　☎ 382-5151
（診療時間　8:30 ～翌朝 8:30）

29㈰ □江別内科クリニック（内科のみ）　元江別本町 35-2　☎ 381-8900
□ウルトラ内科小児科クリニック（小児科のみ）　大麻栄町 11-9　☎ 688-8801 □江別谷藤病院　幸町 22　☎ 382-5111

●産婦人科救急夜間相談  ☎ 622-3299【さんぷきゅうきゅう】　札幌市産婦人科救急電話相談（年間全日対応 19:00 ～翌朝 7:00）

●江別市夜間急病センター ☎ 391-0022 （錦町 14-5）内科・小児科 （年中無休）診療時間19:00 ～翌朝7:00  受付時間 18:30 ～翌朝６:30

休日・祝日当番病・医院（ 救急・急病 ）

◎　エ キ ノ コ ッ ク ス 検 診
日時・3/18 ㈬、19㈭、20㈮ 6:30 ～ 10:30。対象・小学3年生以上の
市民。過去に異常なしの方の検診は5年に1度。無料。

料金・無料。
留意事項・①（共通）市内医療機関に直接申込み（要予約）。
実施医療機関については、市ホームページなどでご確認くだ
さい。※詳細については、お渡ししている案内をご覧ください。
②ジフテリア・破傷風（ＤＴ）２期予防接種は接種期間経過
後も 13 歳の誕生日の前日までは接種できますが、特別な事情
のない限り、期間内にお受けください。
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※ 祝日は休みます。

保健センター☎385-5252

 ● 子育て・教育
●乳幼児の子育て相談：電話、来園、訪問
で相談を受けます。月～金曜日9:00～17:00 
子育て支援センターすくすく☎381-1714
●子どもの発達相談：子どもの発達につい
て相談を受けます。月～金曜日8:45～ 17:15
子ども発達支援センター☎385-1015
●子育てテレホン相談：しつけ、思春期問題、
親子関係などについて電話で相談を受けま
す。月～金曜日10:00～ 12:00 
相談室（教育委員会内）☎384-7005
●家庭児童相談：18歳未満の子育ての悩み、
虐待、養育上困難な生活の悩み。月～金曜日
9:00～ 17:00 子ども家庭課☎381-1236
●ひとり親・家庭相談：ひとり親家庭の生活
における悩みの相談、DV相談。月～金曜日
9:00～17:00 子ども家庭課☎381-1236
●教育相談（要予約）： 臨床心理士（スクー
ルカウンセラー）がいじめや不登校などの悩
み相談を受けます。3/10 ㈫、17 ㈫。10:00
～ 12:00 少年指導センター（青年センタ－
2階サークル室 3）☎ 384-7830
●いじめ・不登校相談：さまざまな教育相
談を電話で受付。月～金曜日10:00 ～ 17:00 
少年指導センター☎382-4044
●子ども電話相談：子どもの悩み事や心配事
についてお電話ください。月～金曜日10:00
～17:00 少年指導センター☎384-7830
●ヤングテレホン：青少年の悩みごとや非行
問題など。月～金曜日13:00～17:00 相談室（教
育委員会内）☎383-8009

 ● 福　祉
●認知症の悩みごと相談：江別認知症の人
の家族を支える会が電話・面談にて相談を受
けます。水・木曜日10:00 ～ 15:00 いきいき
センターさわまち☎387-5657。木曜日10:00
～ 15:00  総合社会福祉センター☎389-7830
●高齢者総合相談：月～土曜日8:45 ～

 ● 暮 ら し
●一般相談：日常の悩みや困りごとの相談
を受け、助言や専門機関を紹介。月～金曜
日 8:45～ 17:15 市民相談所☎381-1021
●税務相談（要予約）：税理士が税全般の
相談を受けます。3/18 ㈬、4/15㈬ 13:00 ～
16:00 市民税課☎381-1012※前月の1日から
予約受付。
●家庭生活悩みごと相談：家族関係・対人
関係・子育て・思春期など。月曜日10:00 ～
15:00 総合社会福祉センター☎385-1234、水
曜日10:00 ～ 15:00 にこにこ相談室☎ 389-
7830（総合社会福祉センター内）、木曜日
10:00～ 15:00 市役所大麻出張所☎382-4855
●悩みごとテレホン相談：家庭生活の諸問
題について、電話で相談ください。火・金
曜日10:00～ 15:00 総合社会福祉センター
☎389-7830
●消費生活相談：消費生活の苦情や相談な
ど。月～木曜日9:30 ～ 16:30 金曜日10:00
～ 16:00 市役所第二別館2階江別消費者協
会☎ 381-1026 金曜日10:00 ～ 16:00 市役所
大麻出張所 江別消費者協会☎382-4855

 ● 健　康
●心の健康相談（要予約）：精神科医師・
保健師が相談を受けます。3/12 ㈭ 13:30 ～
16:00 江別保健所☎383-2111※精神科受診歴
のある方は要相談、前日12:00まで予約受付。
●女性の健康相談（要予約） ：妊娠・出産・
子育て・不妊・更年期など女性特有の悩み
について保健師が相談を受けます。3/10 ㈫
13:30 ～ 15:30 江別保健所 ☎ 383-2111
※前日16:00まで予約受付。秘密厳守。
●へるすあっぷ相談 ( 要予約 )：生活習慣病
予防相談・栄養相談。3/9、16、23、4/6 い
ずれも月曜日10:00 ～ 12:00 保健センター
☎385-5252
●こころと体の健康相談：保健師・栄養士
が相談を受けます。月～金曜日9:00～17:00 

17:15 江別第一地域包括支援センター☎389-
4144 月～金曜日8:30 ～ 17:30、土曜日8:30
～ 12:30 江別第二地域包括支援センター
☎389-5420。月～土曜日9:00～ 17:40 野幌
第一地域包括支援センター☎381-2940、月
～金曜日8:30～ 17:00、土曜日8:30～ 12:30 
大麻第一地域包括支援センター☎388-5100
●精神障がい回復者生活相談：月～金曜日
10:00 ～ 15:00 あすか就労継続支援施設
☎ 382-0660
●障がい福祉相談：障がいに関することな
ら何でも。月～金曜日8:45～ 17:15 
障がい者支援センター☎802-5004
　
 ● 行 政・法 律
●法律相談（要予約）：弁護士が相談を受け
ます。3/12 ㈭、26 ㈭ 13:00 ～ 15:00 市民相
談所☎ 381-1021※申込は、月初め平日初日
8:45から電話で受付。各相談日先着５名。
●人権相談：いじめや差別、嫌がらせな
ど人権侵害にあたること。3/19 ㈭ 13:00 ～
15:00 市民相談所☎381-1021
●行政相談：行政に関する意見や要望。
3/26 ㈭ 13:00 ～ 15:00 市民相談所☎ 381-
1021。※当日随時受付

 ● そ の 他
●金融相談（要予約）：中小企業者の経営、
金融の相談を受けます。3/17 ㈫、4/7 ㈫
10:00～ 15:00 江別商工会議所☎382-3121
●犯罪被害者支援：専門のカウンセラーを
斡旋します。月～金曜日9:00 ～ 17:15 市民
生活課☎381-1093※秘密厳守。
●若者就労相談（要予約）: 現在、働いて
おらず、働くことに不安や悩みを持ってい
る方（39歳までで、新規学卒者含む）を対
象に無料で相談を受けます。1日4人まで。
3/13、20、27、4/3いずれも金曜日。10:00
～ 16:00 野幌公民館。 申込・詳細…岩見沢
地域若者サポートステーション
☎0126-25-0601（火～土曜日10:15～ 17:15）

江別市立病院 № 263

　病気は組織や器官が一つだけ悪くなるものではなく、さま
ざまに波及して全身に影響を及ぼします。糖尿病の治療を受
けている方は聞いたことがあると思いますが、糖尿病の3大
合併症として腎障害、末梢神経障害、糖尿病網膜症が挙げら
れます。
　眼科ですので糖尿病網膜症の話をさせていただきますが、
そもそも網膜というのは眼球の内側に張り付いた薄い神経の
膜で、光や色を感じる器官です。細い血管が張り巡らされ酸
素が運ばれてきますが、糖尿病になると網膜の細い血管が少
しずつ損傷を受け詰まってしまい、網膜のすみずみにまで酸
素が行き渡らなくなってしまいます。
　酸欠状態の網膜は新しい血管 (新生血管 )をつくり酸素不足
を補おうとしますが、その新生血管は容易に破たんして出血

し、網膜にかさぶたのような膜（増殖組織）をつくるため、こ
れが原因で網膜剥離を起こすこともあります。また、出血はし
なくても詰まった血管から血液中の水分が漏れ出して網膜がス
ポンジ状に腫れてしまい、機能を落としてしまうこともありま
す。
　さらに糖尿病自体はよくなっても、後から視力が無くなるほ
どの網膜症が発症することもあるのです。
　いったん悪くなってしまった網膜はどんなことをしても元通
りにはなりません。それ以上の悪化を防ぐ治療方法としては、
悪くなった部分を間引きするレーザー照射がありますが、この
レーザー治療も暗視能が低下するなど、合併症がまったくない
ものではありません。
　糖尿病網膜症が進行しないように糖尿病の治療をしっかりす
ることが一番大切ですが、かなり進行するまで自覚症状がない
場合もあり、まだ見えるから大丈夫という自己判断は危険です。
糖尿病の方は目の症状がなくても定期的に眼科を受診し、眼底
検査を受けるようにしましょう。

� ������

糖尿病と眼
眼科部長　中島　樹

たつき

お気軽に
ご連絡ください ※ 祝日は休みます。
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